
6広報もとみや2月号

第７回ふれあい書き初め大会

気ある一筆 書けたかな？元

岩角山大梵天祭

かみ取れ！１年の幸福つ

〆縄講中奉賛会

達太良神社にしめ縄奉納安

　新春恒例行事の本宮ふれあい書き初め大会が、１

月５日、中央公民館と白沢公民館の２会場で行われ

ました。小学３年生から中学３年生、一般の計９４

人が参加し、新年への希望を込めた一筆を書きまし

た。

　皆さんが書いた作品は、１月３１日まで白沢ふれ

あい文化ホールで展示されました。

　正月の伝統行事、岩角山岩角寺の「大梵天

祭」は、１月３日行われ、多くの参拝者が１

年の幸を得ようと、梵天を取り合いました。

　長さ２．４メートルの青竹でできた梵天の

一部を持ち帰ると１年の無病息災・家内安全

が約束されるとされ、白と金の紙
し で

垂がついた

１４本の梵天が境内に持ち込まれると、多く

の参拝者が梵天に駆けより激しい争奪戦を繰

り広げました。

　〆縄講中奉賛会の皆さん１２人が、１２月２７日、

お正月に向けたしめ縄づくりをし、安達太良神社と

愛宕神社の鳥居に奉納しました。

　〆縄講中奉賛会は、安達太良神社のお膝元の北町

の有志の皆さんで組織され、伝統の技でわらを編み、

長さ約７メートルのしめ縄を完成させました。しめ

縄は、毎年春・夏・秋・正月の年４回作成します。

新年最初の一筆を書く子どもたち

①梵天の中でも縁起が良いとされる金の梵天を取り合う参拝者　②梵天を清め
るため毘沙門堂に向かう御輿　③一年の福を手にしようと大勢の参拝者が集う

安達太良神社にしめ縄を奉納する〆縄講中奉賛会の皆さん

①①

②②③③
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花と歴史の郷　蛇の鼻

殿で八日市開催御

八ッ田内七福神舞

福神が１年の福招く七

本宮高校書道部

の甲子園で大活躍書

新春剣道大会

年にみなぎる気合い新

　1月８日、花と歴史の郷　蛇の鼻で新春の八日市

が開催されました。

　蛇の鼻御殿内に祭られる五穀豊穣・商売繁盛の御

利益があるとされる蛇の鼻聖観音に参拝できるほ

か、縁起物のだるまや「福まさる」の販売がありま

した。多くの来園者が、参拝し、福を買い求めてい

ました。

　白岩・八ッ田内地区に古くから伝わる八ッ田内七

福神舞が1月 7日行われ、七福神に扮した地区の

子どもたちが伝統の踊りを披露しました。

　本宿になった鍋島さん宅に七福神が踊りながら登

場すると、その後、ひょっとこが現れ、子孫繁栄と

五穀豊穣、家内安全を祈願しました。

　国際高校生選抜書展（書の甲子園）の審査結果が

昨年１１月２６日発表され、本宮高校書道部の柳田

千尋さん、伊東真輝さん、千葉菜緒さんの３人が入

選しました。千葉さんは昨年に続き２度目の入選。

　皆さんは隷
れい

書体で漢文「曹全碑」の中から文章を

選び、作品を書き上げました。作品は２月２日から

７日まで大阪市立美術館で展示されます。

　白沢剣友会主催の第４０回新春剣道大会が１月

１０日、白沢柔剣道場で開催され、小中学生５０人

が熱戦を繰り広げました。

　小学生、中学生の部に分かれ、個人戦は各部門トー

ナメントで、団体戦はリーグ戦で行われました。道

場には、「面！、胴！」と新年にふさわしい、気合

い十分なかけ声が響きわたりました。

個性豊かな七福神の踊り　

左から柳田千尋さん、伊東真輝さん、千葉菜緒さん

今年初めの一本！

蛇の鼻御殿内では縁起物の販売がありました

カメラ散歩 　2月号
CAMERA SANPO


